
ふじのくに健康増進計画推進協議会設置要綱

（目的）

第１条 県民の健康寿命の延伸や生活の質の向上を目指し、いきいきとした健康社会の実現

を図るため、ふじのくに健康増進計画推進協議会（以下「協議会」という。）を設置する。

（所掌事務）

第２条 協議会は、次に掲げる事項について協議する。

(1) 健康増進法(平成14年法律第103号)第８条第１項の規定による静岡県の健康増進計

画(以下「県計画」という。)の策定に関すること。

(2) 県計画の効果的推進に関すること。

(3) 県計画の評価及び見直しに関すること。

(4) 前３号に掲げる事項のほか、県民の健康づくりに関すること。

(組織及び運営)

第３条 協議会は、健康づくりに関連する団体の推薦を受けた者及び学識経験者からなる委

員で組織する。

２ 協議会に会長及び副会長１人を置く。

３ 会長は委員の互選により定め、副会長は会長が指名する。

４ 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。

５ 副会長は会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。

(任期)

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とす

る。

２ 前項の規定にかかわらず、特別の事情があるときは、任期中にあっては各委員の、任期

満了後にあっては直近において委員であった者の承諾を得て、１年を超えない範囲で任期を

延長できるものとする。

(部会)

第５条 協議会は、その定めるところにより、部会を置くことができる。

２ 部会に属すべき委員は、会長が指名する。

３ 部会に部会長を置き、当該部会に属する委員の互選によりこれを定める。

４ 部会長は、当該部会の事務を掌理する。

５ 部会長に事故があるときは、当該部会に属する委員のうちから部会長があらかじめ指名

する者が、その職務を代理する。

(会議)

第６条 協議会の会議(以下「会議」という。)は、会長が招集し、会長がその議長となる。

ただし、委員改選後最初の協議会又は会長及び副会長に事故があるときは、健康福祉部長が

招集する。

２ 会長が必要と認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、意見を聞くことができる。

(庶務)

第７条 協議会の庶務は、健康福祉部健康政策課において処理する。

(委任)

第８条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が定める。

附 則

この要綱は、平成22年7月9日から施行する。

附 則

この要綱は、平成24年4月1日から施行する。
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附 則

この要綱は、平成26年４月1日から施行する。

附 則

この要綱は、平成28年４月1日から施行する。

附 則

この要綱は、令和３年４月1日から施行する。

附 則

この要綱は、令和６年４月１日から施行する。
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